
精神科 

廣常秀人 

当科には入院病床がなく、院内のコンサルテーションのみに特化し、コンサルテーションーリエ

ゾン精神医学・医療に重点を置いていることから、同領域における研究が中心となっている。現在

は救命救急センターに搬送された自殺未遂患者、および虐待児に関する研究、HIV 患者への精神医

学的介入（臨床心理室参照）、緩和ケア（がんサポートチーム参照）に関する研究を主としている。

また、今年度よりなのはなチームを主に職員の産業精神保健的介入も始めたところである。また各

委員の専門領域に関わる臨床研究についても各員の努力で研究を続けている。 
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